
                    

地
区
の
伝
承
文
化
を
学
び
、
表

現
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
今
年

も
、
漆
山
小
学
校
の
四
、
五
年
生

と
中
川
小
学
校
の
四
年
生
を
対
象

に
十
二
月
八
日
（
木
）
を
第
一
回

目
に
、
出
前
語
り
部
養
成
講
座
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

第

二

回

目

は

、

一

月

十

二

日

（
木
）
、
第
三
回
目
は
一
月
二
十
六

日
（
木
）
で
す
。 

 

※
第
二
回
目
は
、
漆
山
小
学
校
の
み
。 

 

語
り
部
養
成
講
座
は
、
夕
鶴
の

里
自
主
事
業
実
行
委
員
会
の
主
導

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

二
月
二
日
（
木
）
と
三
日
（
金
）

の
二
日
間
、
朝
自
習
の
時
間
に
語

り
の
発
表
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。 

 

 

          
 

                           

        

十
一
月
一
日
か
ら
四
十
五
日
間
の 

日
程
で
ほ
ぼ
毎
日
来
館
さ
れ
た
「
越 

後
交
通
大
忘
年
会
」
の
ツ
ア
ー
が
十 

二
月
の
十
七
日
で
終
了
と
な
り
ま
し 

た
。 

 

そ
の
人
数
が
、
な
ん
と
！
五
千
人
を 

突
破
し
ま
し
た
。 

 

一
番
多
か
っ
た
日
は
、
三
百
十
名 

で
駐
車
場
い
っ
ぱ
い
に
バ
ス
が
並
び
ま 

し
た
。 

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
語
り
部
さ
ん 

に
よ
る
民
話
を
聴
い
て
、
う
な
ず
い
た 

り
、
笑
っ
た
り
、
「
い
い
お
話
が
聴
け
て 

良
か
っ
た
」
と
、
語
り
部
さ
ん
と
記
念 

写
真
を
撮
っ
た
り
、
握
手
し
て
い
る
姿 

が
印
象
的
で
し
た
！
！ 

 

私
た
ち
も
多
く
の
お
客
様
に
お
会 

い
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

越
後
交
通
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

              

  
                      

                

お客様と一緒に記念撮影！！  

駐車場いっぱいに並んだバス！！  

楽しい語りで盛り上がりました！  



 

～昔のあそび～  

「のり巻きを作って食べよう！」  
日時：１月２８日 (土 )１０時～  

参加料：１人２００円  

来てね～♪♪ 

     

 

   
 

七
月
か
ら
一
月
ま
で
奇
数
月
に

開
催
さ
れ
て
い
る
“
昔
の
あ
そ
び
”
。 

第
三
回
目
の
「
ま
ゆ
玉
で
あ
そ
ぼ

う
！
」
が
十
一
月
二
十
六
日
（
土
）
に 

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

見
本
を
見
せ
た
後
、
夕
鶴
の
里
の

職
員
が
実
際
に
カ
ッ
タ
ー
や
ハ
サ
ミ
を

使
っ
て
、
指
人
形
を
作
っ
て
み
せ
ま
し

た
。 

 

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
最
初
、
何

を
作
る
か
考
え
て
か
ら
制
作
に
入
り

ま
し
た
。 

 

ま
ゆ
玉
の
下
の
部
分
を
丸
く
切
っ
て
、

乾
燥
さ
れ
た
蛹
を
取
り
出
す
時
、

「
う
わ
ぁ
～
臭

い
！
気

持

わ
る
～

い
！
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
作

業
に
入
っ
た
ら
、
カ
ッ
タ
ー
や
ハ
サ
ミ
を

器
用
に
使
っ
て
、
耳
や
し
っ
ぽ
な
ど
を 

作
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
動
物
や
人 

の
顔
の
指
人
形
が
完
成
し
ま
し
た 

 

 
       

 

                               

                                        
 

   

        

   

 
    

    ■
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ 

十
二
月
二
十
九
日
（
木
）
～

一
月
三
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

 

来
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

良
い
お
年
を 

お
迎
え
下
さ
い
。 

 

次回 

 

まゆ玉で作った 

動物や人の顔の 

指人形！！ 

★申請した後、申請書は使用日前にあらかじめ夕鶴の里まで提

出してください。  

★退出前に、トイレ・二階廊下の電気と換気扇も確認してくだ

さい。  

★調理室の水道の水抜きをしてください。（凍結防止）  

★冬場は暖房の消し忘れのないよう、必ず火の元の確認を  

  お願いします。  

※最近、調理器具、食器などの不足が目立ちます。借りていっ

てる方は速やかにご返却下さいますようお願いします。  

  

 

国
道
一
一
三
号
観
光
推

進
協
議
会
（
白
石
市
・
七

ヶ
宿
町
・
南
陽
市
・
高
畠

町
）
が
共
同
開
催
し
て
い

る
「
み
ち
の
く
お
と
ぎ
街

道
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
事

業
」
で
外
国
人
誘
客
に
向

け
て
の
調
査
が
あ
り
、
十

一
月
二
十
九
日
（
火
）
に
、

台
湾
の
方
五
名
が
モ
ニ
タ

ー
と
し
て
夕
鶴
の
里
に
来

館
し
ま
し
た
。 

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
菅

野
会
長
の
「
鶴
の
恩
返
し
」

を

通

訳

の

方

が

間

に

入

り
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聞
い
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
資
料
館
に
移

動
し
、
映
像
を
観
た
り
、

資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
民
具
な
ど
を
興
味
深
く

見
学
し
て
い
ま
し
た
。 

台

湾

人

観

光

客

が

夕

鶴

の

里

に

来

館

す

る

の

も

間

近

か

も

し

れ

ま

せ

ん
よ
！
！ 


